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発生段階の揃った野生型線虫の幼虫を 20℃で 3 日間飼育後、RNAi 導入用の大腸菌を塗布した培地に移し





















               審   査   の   要   旨 
 
本研究は、線虫をモデル生物に用いて熱ストレス耐性に対する FoxO/DAF-16 及び HSF-1 の生理機能を解
析した。本研究により、（１）DAF-16は熱ストレスよる運動障害を回復する働きがあること、さらに（２）
HSF-1は熱ストレスによる運動障害を予防する働きがある事が明らかになった。FoxOや HSF-1は様々な動
物種間で共通に保存されており、本研究結果は、ヒトを始めとする様々な動物の熱ストレス耐性の研究に
応用可能であると考えられる。また、線虫の運動性を指標にして熱ストレス耐性の機能解析を実施した例
は過去になく、本研究は、独創的で新規性が高く、同研究分野の発展に大きく寄与した。今後、熱中症の
予防・治療法の開発など応用研究の発展が期待でき、その意義は極めて大きい。 
平成２７年１月１９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
